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改訂の序 
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はじめに 

 

 日本建築学会関東支部の構造テキスト「耐震構造の設計」がはじめて刊行されたのは，1981 年の

1月でしたが，今から振返ってみると，なかなか意義深いタイミングであったといえます．すでに，

1968 年十勝沖地震による地震被害等が契機となって新しい耐震設計法への機運が高まり，1972 年よ

り開始された建設省を中心とする耐震技術，設計法に関する開発研究プロジェクトの成果が，さら

に 1978 年宮城県沖地震とその被害をも踏まえて，いわゆる「新耐震設計法」として誕生し，1981

年 6 月に施行されました．関東支部の「耐震構造の設計」の刊行と，各支所において開催された講

習会は，時宜を得て大きな熱気をもって迎えられたことが思い出されます．その後，本書は構造技

術，設計に関する手頃な教科書，参考書としてのみならず，大学などでの耐震構造の講義テキスト

としても好評を得てまいりました．刊行後約 10 年を経過した 1993 年 2 月に，本書は，耐震技術の

国内外における目覚しい発展，特に免震・制振構造の進展などに関して加筆，修正を加えた改訂版

を出しています． 

 1995 年 1 月の兵庫県南部地震による阪神・淡路大震災は，余りにも過酷な地震災害，被害をもた

らしました．専門研究者による記録地震動の分析，地震被害等の研究による新知見，新しい理念に

基づく耐震設計法への動きなど，本会をはじめとして，様々な分野で根本的な見直し，再検討が進

み，頼もしい研究成果が蓄積されつつあります．1998 年の建築基準法の改正および関連政令，告示

の示すところは，耐震安全性に対する性能評価を基本とした限界耐力計算法を具体的に提示し，こ

れを柱とした設計体系となっています．耐震設計に，また新しい１つの時代が登場したことにより

ます．そこで，2000 年に関東支部の中に，本書の改訂委員会を設け，本書の全面改訂を行い，2003

年に改訂版を出しました．それまでの構成を，基本的には変えませんでしたが，免震構造，制振構

造，木質構造，建築設備，等については，追加，補充を行いました． 

 今回の改訂にあたっては，2010 年に関東支部の中に本書の改訂委員会を設け，全面的な見直し作

業を開始しました．全体の構成（章）は変えず，内容は 2011 年の東日本大震災にも言及するなど最

新の内容を取込み，かつ，簡潔で重点的な記述を心掛けることにより，本が厚くなるのを避ける努

力をしました．また，執筆者に若い世代の人を加え，将来の改訂に備えました． 

 本書「耐震構造の設計」の編集，作成にあたって，多忙の中，ご協力下さった皆様方に心からお

礼を申し上げます． 
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